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２０２3 年 7 月 16 日（日）礼拝メッセージ 

聖書箇所：エレミヤ書 20 章 1～13 節（エレミヤ書講解説教 39 回目） 

タイトル：「落胆する者から賛美する者へ」 

きょうは、エレミヤ書 20 章から「落胆する者から賛美する者へ」というタイトルでお話します。

これまでエレミヤ書をずっと見てきましたが、あなたはエレミヤのような人物をどのような目

で見ていますか。スーパーマンのような何の弱さもないスーパーヒーローのような人物のよう

に考えていませんか。エレミヤは若くして預言者として召されましたが、私たちと同じ弱さをも

った人間でした。このエレミヤのように私たちの人生にも、山があれば谷もあります。落胆する

時があれば歓喜する時もあります。エレミヤは落胆した時、それをどのように克服していった

のでしょうか。 

Ⅰ．パシュフルによる迫害（１－6） 

まず、1～6 節をご覧ください。「1 さて、主の宮のつかさ、また監督者である、イメルの子、

祭司パシュフルは、エレミヤがこれらのことばを預言するのを聞いた。2 パシュフルは、預言者

エレミヤを打ち、彼を主の宮にある、上のベニヤミンの門にある足かせにつないだ。3 翌日に

なって、パシュフルがエレミヤを足かせから解いたとき、エレミヤは彼に言った。「主はあなたの

名をパシュフルではなく、『恐怖が取り囲んでいる』と呼ばれる。4 まことに主はこう言われる。

見よ。わたしはあなたを、あなた自身とあなたの愛するすべての者にとって恐怖とする。彼ら

は、あなたが見ている前で、敵の剣に倒れる。また、わたしはユダの人すべてをバビロンの王

の手に渡す。彼は彼らをバビロンへ引いて行き、剣で打ち殺す。5 また、わたしはこの都のす

べての富と、すべての労苦の実と、すべての宝を渡し、ユダの王たちの財宝を敵の手に渡す。

彼らはそれをかすめ奪い、略奪してバビロンへ運ぶ。6 パシュフルよ。あなたとあなたの家に

住むすべての者は、捕らわれの身となってバビロンに行き、そこで死んで、そこに葬られる。あ

なたも、あなたが偽って預言を語り聞かせた、あなたの愛するすべての者たちも。」」 
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ここに、祭司パシュフルが登場します。彼は主の宮の司、エルサレム神殿を司る、また監督す

る立場にある人でした。彼はエレミヤがこれらのことばを預言するのを聞きました。「これらの

ことば」とは、前の章の 19 章 15 節にあるエレミヤが語った主のことばのことです。エレミヤ

は、主が遣わしたトフェトから帰り、エルサレムにある主の宮の庭に立ち、イスラエルの民全体

にこう言いました。「イスラエルの神、万軍の主はこう言われる。見よ。わたしはこの都とすべて

の町に、わたしが告げたすべてのわざわいをもたらす。彼らがうなじを固くする者となって、わ

たしのことばに聞き従おうとしなかったからである。」(19:15) 

これを聞いた祭司パシュフルは、気分を慨し、不快感を露
あら

わにして、エレミヤの預言を押しと

どめようとしました。というのは、エレミヤが罪だとか、さばきだとか、悔い改めだとか、いつも

ネガティブなことばかり言っていたからです。これらのことばを聞いたパシュフルはエレミヤを

打ち、彼をエルサレム神殿のベニヤミンの門という門にある足かせにつなぎました。これまでも

エレミヤは主のことばをストレートに語った結果、人々から嫌われ、除け者にされ、時には殺さ

れそうになりましたが、今回は肉体に危害が及ぶまでの迫害を受けたのです。 

この祭司パシュフルについては、ここに「主の宮のつかさ、また監督者」とありますが、恐らく、

エルサレムの神殿を管理する最高責任者だったのではないかと思われます。彼は主の宮のつ

かさとして神殿に出入りする人たちを見張り、そこにいかがわしい人物がいたら、その人を捕

らえて尋問したりしていました。そこにエレミヤが彼らを責めるようなことを言ったので彼は嫌

になり、エレミヤを打ち足かせにつないだのです。この「打ち」というのは、むち打ちのことです。

旧約聖書にはむちは 40 回までと定められていました。もしこれを 1 回でもオーバーすると打

った者が罪に定められたので、40 回に 1 つ少ない 39 回のむち打ちが一般的でした。それは

ただ単にエレミヤを黙らせるためでした。これ以上エルサレムの住民に対して否定的なメッセ

ージを語らないように、自分たち宗教家をバカにしないようにと脅したのです。 

  それだけではありません。パシュフルはエレミヤをベニヤミンの門にある足かせにつなぎまし

た。この足かせは、からだがねじれた状態で手足を締め付ける道具です。一晩経つとからだ中

の筋肉が痛みで悲鳴を上げるようになります。 
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  エレミヤは何も悪いことをしていませんでした。彼はただ神のことばをストレートに語っただ

けです。それなのにこんなひどい目に遭わなければなりませんでした。こんなに不当な仕打ち

を受けなければならなかったのです。神の罰を語ったがゆえに、人の罰を受けることになって

しまいました。なぜ自分がこんな目に遭わなければならないのか、彼の中には相当複雑な思い

があったのではないかと思います。 

翌朝、パシュフルはエレミヤを解放しました。これでエレミヤを黙らせることができると思っ

たのでしょう。でもエレミヤはそんな軟弱な人間ではありませんでした。彼はパシュフルが彼の

足かせを解いたとき、彼にこう言いました。3 節です。 

  「主はあなたの名をパシュフルではなく、「恐怖が取り囲んでいる」と呼ばれる。」(20:3) 

  どういうことでしょうか。恐怖によって四方八方から取り囲まれているという意味です。恐

怖が彼の周りを取り囲むようになるということです。「パシュフル」という名前は、そもそも周り

は安全であるという意味ですが、その名前が改名され、安全ではなく恐怖が周りを取り囲むよ

うになると言ったのです。自由ではなく不自由になると。具体的には 4～6 節までにある内容

です。彼と彼の家に住むすべての人が捕らわれの身になってバビロンに連れて行かれ、そこで

死んで葬られることになります。バビロン捕囚という出来事です。彼と彼の家族だけではあり

ません。ユダのすべての人もそうです。バビロンに引いて行かれ、剣で打ち殺されることになり

ます。どうしてこのようなことになったのでしょうか。それは彼らが自分の安全を考えて神のこ

とばをねじ曲げたからです。その結果、バビロンに連れて行かれることになってしまいました。

安全ではなく恐怖が彼らを取り囲むようになったのです。神のことばよりも自分の安全を優先

させるようなことがあると、恐怖があなたを取り囲むようになるのです。 

Ⅱ．エレミヤの落胆(7-10) 

次に、7～10 節までをご覧ください。「7 「主よ。あなたが私を惑わしたので、私はあなたに

惑わされました。あなたは私をつかみ、思いのままにされました。私は一日中笑いものとなり、

皆が私を嘲ります。8 私は、語るたびに大声を出して『暴虐だ。暴行だ』と叫ばなければなりま
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せん。主のことばが、一日中、私への嘲りのもととなり、笑いぐさとなるのです。9 私が、『主の

ことばは宣べ伝えない。もう御名によっては語らない』と思っても、主のことばは私の心のうち

で、骨の中に閉じ込められて、燃えさかる火のようになり、私は内にしまっておくのに耐えられ

ません。もうできません。10 私が、多くの人のささやきを聞いたからです。『「恐怖が取り囲ん

でいる」と告げよ。われわれも彼に告げたいのだ』と。私の親しい者もみな、私がつまずくのを

待ちかまえています。『たぶん彼は惑わされるから、われわれは彼に勝って、復讐できるだろう』

と。」 

これは、エレミヤの祈りです。彼がどれだけ落ち込んでいたかは、この祈りを見るとわかりま

す。エレミヤは再び捕らえられるかもしれない恐怖の中にあっても、パシュフルに向かって「主

はあなたの名をパシュフルではなく「恐怖が取り囲んでいる」と呼ばれる」と、大胆に主のこと

ばを語りました。でも、彼の心は晴れませんでした。ここで彼は率直な自分の思いを神様に訴

えています。 

7 節には、「主よ。あなたが私を惑わしたので、私はあなたに惑わされました。あなたは私を

つかみ、思いのままにされました。私は一日中笑いものとなり、皆が私を嘲ります。」と言って

います。エレミヤのような信仰の勇者でも落ち込むことがあります。あの偉大な預言者エリヤ

もそうでした。エリヤもアハブの妻イゼベルから「おまえのいのちを取る」と言われたとき、脅え

て自分の死を願って言いました。「主よ、もう十分です。私のいのちを取ってください。」鬱です

ね。もう嫌です。もうたくさんです。もう殺してください。あのエリヤが、ですよ。エレミヤも同じ

です。彼は落ち込んで自分の死さえ願うほどになりました。彼は私たちと同じ弱さを持った人

間だったのです。どんなにスーパーマンのような人であっても、山もあれば谷もあります。落胆

する時もあれば、歓喜する時もあるのです。エレミヤもまた、私たちと同じ弱さを持った人間だ

ったのです。 

エレミヤはどのように祈ったでしょうか。彼はまず、「あなたはわたしを惑わしたので、私は

あなたに惑われました。」と言っています。これは聞き捨てならないことばです。というのは、
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神様は人を惑わすようなことはなさらないからです。ではこれはどういうことなのでしょうか。

これは、神様の約束が違う！という意味です。自分は自ら進んで預言者になりたかったわけで

はなかったのに、主がそうせよというからそうしただけであって、そうすれば主が救ってくれる

と言ったのに、実際は違うじゃないですか。こんなひどい目に遭っています。それで、彼は主が

私を惑わしたと言っているのです。でも、本当に主はエレミヤを惑わされたのでしょうか。 

1 章 4～8 節を開いてください。エレミヤが笑みから召命を受けた時の言葉です。「4 次の

ような主のことばが私にあった。5 「わたしは、あなたを胎内に形造る前からあなたを知り、あ

なたが母の胎を出る前からあなたを聖別し、国々への預言者と定めていた。」6 私は言った。

「ああ、神、主よ、ご覧ください。私はまだ若くて、どう語ってよいか分かりません。」7 主は私

に言われた。「まだ若い、と言うな。わたしがあなたを遣わすすべてのところへ行き、わたしが

あなたに命じるすべてのことを語れ。8 彼らの顔を恐れるな。わたしがあなたとともにいて、

あなたを救い出すからだ。─主のことば。」」 

  主はエレミヤに対して、「わたしは、あなたを胎内に形造る前からあなたを知り、あなたが母

の胎を出る前からあなたを聖別し、国々への預言者と定めていた。」(1:5)と言って預言者とし

て召し出されました。 

  そに対してエレミヤは何と答えましたか。彼はこう言いました。「私はまだ若くて、どう語って

よいか分かりません。」 

  それに対して主が言われたことばがこれです。7 節と 8 節です。 

  「まだ若い、と言うな。わたしがあなたを遣わすすべてのところへ行き、わたしがあなたに命

じるすべてのことを語れ。彼らの顔を恐れるな。わたしがあなたとともにいて、あなたを救い

出すからだ。」 

  主は、わたしが遣わすすべての所へ行って主が命じられたことを語るようにと言われました。

恐れないで。なぜなら、主が彼とともにいて、彼を救い出すからです。 

  でも、現実はどうでしたか。ここでは祭司パシュフルによって捕えられ、不当にもむち打ちを

受け、足かせに繋がれるという恥辱を受けました。約束が違うじゃないですか。主よ、私はあな
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たに惑わされたんです。騙されたんです。あなたは私をつかみ、思いのままにされました。それ

がこの様
ざま

です。そう訴えているのです。 

皆さん、どう思いますか。約束が違いますか。主が言われたことをよく見てください。主はエ

レミヤに何と言われましたか?「わたしがあなたとともにいて、あなたを救い出すからだ。」

(1:8)と言われました。主はエレミヤに、あなたは何の迫害も受けないとか、あなたの人生には

何の問題もない、何の苦難もないなどとは一言も言っていません。むしろ、そういうことがあ

るということを前提に、「わたしはあなたともにいて、あなたを救い出す」と言われたのです。

あなたの人生には間違いなくあなた一人ではとても耐えられないような患難があると。だか

ら救い出される必要があるわけです。自分で自分を救い出せないような状況が起こるという

ことを主は予めご存知であられ、でもそういう時でも心配しなくてもいい、恐れなくてもいい、

なぜなら、わたしがあなたとともにいて救い出すからだと言われたのです。それがこの約束で

す。投獄されるようなことがあれば、そこにわたしもあなたと一緒にいるから、あなたはひとり

ぼっちじゃないから、ひとりで苦しむわけではない。わたしがあなたとともにいて、あなたを救

い出すから、恐れなくていい。それが主の約束だったのです。 

しかし、エレミヤはのことばを取り違えて、こんなことになるなんて話が違うじゃないかと、

「主よ。あなたが私を惑わしたので、私はあなたに惑わされました」と訴えたのです。このよう

なことは私たちにもあります。私たちも人生の中で嫌なこと、苦しいことがあると、こんなはず

じゃなかった。どうして私の人生にこんなことが起こるのかと言って嘆くことがあります。そし

て、この時のエレミヤのように主に対して「あなたは私を騙しました」とか「私を惑わしました」

みたいなことを言うのです。皆さん、クリスチャンになるとは、バラ色の人生が約束されるとい

うことではありません。クリスチャンになっても患難はあります。失望落胆することがある。で

も違うのは、そうした患難の中にあっても主がともにいて、あなたを救い出してくださるとい

うことです。これが神の約束なのです。 

主はあなたの行く先々であなたと共にいてくだいます。あなたが直面している患難、試練の
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中にも共にいてくださるのです。今、あなたが悩み、悲しみ、ひとりぼっちで、だれにもわかっ

てもらえないと孤独に感じる時も、主はあなたとともにおられるのです。これが主の約束です。

主イエスはこう言われました。 「あなたがたは、世にあっては患難があります。しかし、勇敢で

ありなさい。わたしはすでに世に勝ったのです。」(ヨハネ 16:33) 

  イエス様は、世にあって患難が無くなるとは言いませんでした。確かに世にあっては患難は

ある。でも勇敢でありなさい、と言われたのです。なぜ?「わたしはすでに世に勝ったからで

す。」主イエスはすでに世に打ち勝たれました。死に勝利なさいました。その主が私たちと共に

いてくださるのです。であれば、鬼に金棒です。鬼に金棒どころじゃない。私たちには万軍の主

が共にいてくださるのだから、何も恐れる必要はありません。イエス・キリストはあなたと共に

おられます。たとえあなたが末期のがんであったとしても、たとえあなたが絶望の淵に陥って

いても、主イエスがあなたと共におられるので、あなたは何も思い煩う必要はありません。これ

が主の約束です。 

8 節をご覧ください。エレミヤはここで、「私は、語るたびに大声を出して、「暴虐だ。暴行だ」

と叫ばなければなりません」と言っています。これがエレミヤのメッセージでした。この「暴虐と

暴行」という言葉は 6 章 7 節にも出てきましたが、エルサレムに対する神のさばきの宣言です。

エレミヤのメッセージを一言でいうなら、この「暴虐だ。暴行だ」と叫ぶことでした。エルサレム

の住民の罪は主に対する暴虐と暴行でしたが、それが神のさばきとして自分たちの頭上に帰

ってくるということです。それが「暴虐と暴行」です。これはバビロンによってエルサレムが汚さ

れて、完全に陥落するということです。 

そういうことを語れば語るほどエレミヤはみんなから嫌われ、嘲りのもととなり、笑いぐさに

なりました。だれが好き好んでそんなメッセージを語りたいでしょうか。だれも語りたくありま

せん。できればそんなこと口にもしたくありません。そんなことを言えば嫌われることくらい目

に見えていました。不快なメッセージなのでだれも好き好んで語ろうとしないことですが、そ

れでもエレミヤはずっと語ってきました。どんなに嫌われても、どんなに除け者にされても、ど

んなにいのちを狙われようと、ずっと語り続けてきたのです。 
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でもここでいよいよ耐え切れなくなりました。特にパシュフルによって拷問と辱めを受ける

ことによって、彼の忍耐が一気に爆発してしまいました。もうやっていられない！もう嫌だ！

もう止めた！英語でいうと That’s all.です。これで終わり！です。 

それで彼はどうなりましたか。9 節をご覧ください。「私が、『主のことばは宣べ伝えない。も

う御名によっては語らない』と思っても、主のことばは私の心のうちで、骨の中に閉じ込められ

て、燃えさかる火のようになり、私は内にしまっておくのに耐えられません。もうできません。」 

エレミヤは、「もう主のことばを宣べ伝えない。主の御名によって語らない。」と思いました。

もうたくさんです、もうごめんです、や～めた！と思ったとき、何があったのでしょうか。主の

ことばが彼のうちで、骨の中に閉じ込められて、燃えさかる火のようになりました。それで彼は

自分の内にしまっておくのに耐えられなくなってしまったのです。どういうことかというと、主

のことばが彼の心のうちで燃えさかる火のようになったので、黙ってなどいられなくなったと

いうことです。「骨」とはからだ全体のことです。神のことばが骨の中に閉じ込められて、燃え

さかる火のようになるので、もう爆発しそうになったのです。もう内側にしまっておくことがで

きなくなりました。もう抑えることができません。もうどうにも止まらない、です。 

ルカの福音書 24 章には、イエスの復活後、二人の弟子がエマオという村に向かって歩いて

いた時の様子が記録されていますが、そこにイエスが近づいてきて、道々お話してくださいま

した。その時二人の目はさえぎられていて、それがイエス様だとわかりませんでした。しかし、

「道々お話してくださる間、私たちに聖書を解き明かしてくださる間、私たちの心は内で燃え

ていたではないか。」(ルカ 24:32)とあります。彼らの心は内で燃えていました。イエス様が聖

書を説き明かしてくださる間、彼らの心の内はずっと燃えていたのです。それと同じです。主

のことばが内に燃えたのです。エレミヤは非常に失望落胆していました。でも、主のことばが彼

の心に入ると、そのことばが燃えさかる火のようになって燃えました。もう主の名によって語

らないと思っても、語らずにはいられなくなりました。意気消沈していた心が燃えさかる火の

ようになりました。皆さんもそういう経験がおありでしょう。もう嫌だ、もう無理です、もうやっ
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ていられないと落ち込んだ時に主のことばが心に入ると、燃えて来たということが。それは消

すことができないほどの、抑えきれないほど強いものです。これは何も牧師や伝道者に限った

ことではありません。もしあなたが救われて神の聖霊を受けているなら、主のことばがあなた

の心に入ると、あなたの心は燃えさかる火のようになります。それはあなたが消そうと思って

も消すことが出来ないほどのものすごく強い衝動となって迫ってくるのです。もう黙ってなど

いられなくなるのです。 

だから、落ち込んでいられないのです。反対され、迫害され、もう二度とイエスの名を口にす

るなと言われても、それでも私たちは主のことばが心に入ると、それが点火して火のようにな

り、黙ってなどいられなくなるからです。ですから、大切なのは、主のことばがあなたの心のう

ちで、骨の中に閉じ込められるということです。そうすれば、あなたは燃えさかる火のようにな

ります。まさにヘブル 4 章 12 節には、神のことばは生きていて、力があり、両刃の剣よりも鋭

く、たましいと霊、関節と骨髄の分かれ目さえも刺し通す」とありますが、抵抗できない力をも

って、私たちの心を占領するのです。 

ですから、私たちが落胆した時に求めなければならないことは、自分の力で奮起しようとす

ることではなく、主のことばによって燃やされることです。主のことばに捉えられ、主のことば

にすっかり魅了される。そうすれば、いつの間にか主の御思いに動かされるようになります。

Ⅰペテロ 2 章 2 節にはこうあります。「生まれたばかりの乳飲み子のように、純粋な、霊の乳を

慕い求めなさい。それによって成長し、救いを得るためです。」純粋な霊の乳、みことばの乳を

慕い求めましょう。それによって成長し、救いを得ることができるからです。主のことばがあな

たの心に燃えるとき、あなたはあなたの思惑ではなく、あなたの願いでもなく、あなたの意志

でもなく、ただ神によって動かされていくようになるからです。そういう信仰生活を送らせて

いただきたいですね。 

10 節をご覧ください。エレミヤの友人までもが、エレミヤがつまずくのを待つようになりま

した。彼らがエレミヤに与えたあだ名は、「恐怖が取り囲んでいる」でした。これは、主がパシュ
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フルに与えたものと同じです。彼らはエレミヤが語ったそのことばを逆手にとって馬鹿にして

言ったのです。自分が語った主のことばがこのようにもて遊ばれることは、どれほど辛いこと

だったかと思います。彼は親しい友人からも裏切られ、失望と落胆の底に突き落とされるよう

な思いでした。 

Ⅲ．エレミヤの勝利(11-13) 

エレミヤがそのように深く落胆したとき、彼はどのようにしてそれを克服したのでしょうか。

最後に 11～13 節を見て終わりたいと思います。「11 しかし、主は私とともにいて、荒々しい

勇士のようです。ですから、私を迫害する者たちはつまずき、勝つことができません。彼らは成

功しないので、大いに恥をかき、忘れられることのない永久の恥となります。12 正しい者を

試し、思いと心を見る万軍の主よ。あなたが彼らに復讐するのを私に見させてください。私の

訴えをあなたに打ち明けたのですから。」13 主に向かって歌い、主をほめたたえよ。主が貧し

い者のいのちを、悪を行う者どもの手から救い出されたからだ。」 

絶望的な祈りが、突然勝利の祈りに変わります。そのきっかけとなったのが、11 節の「しかし、

主は私とともにいて」という短い言葉です。これは、エレミヤの信仰告白です。主がともにおら

れるということが勝利です。主がともにいて、荒々しい勇士のようなので、自分を迫害する者

たちはつまずき、勝つことかできません。神に敵対する者たちは、必ず恥を見ることになりま

す。これが、主が約束されたことです。エレミヤはここでその約束に立ち返っているのです。そ

れがこの「しかし」ということばに表されています。これは、みことばに基づいた信仰と言える

でしょう。このようなみことばに基づいた信仰こそ逆境の中でモノを言うことになります。ただ

信じているというのではありません。みことばの約束のゆえに必ず勝利することができると確

信しているのです。なぜなら、私には思いと心を見られる万軍の主がともにいて助けてくださ

るからです。何を言われても、何をされても、高らかに、大胆にこのように告白できるのは、み

ことばの約束を信じているからなのです。そうでなければ、信仰は簡単に揺らいでしまうこと

になります。みことばをベースに置いていなければ、信仰は簡単に倒れてしまいます。でもみこ
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とばがベースにあるなら、どんな逆境にあっても立ち向かうことができます。主がともにいて

くださると確信することができるねからです。ローマ 8 章 31 節を開いてください。ここには、

「では、これらのことについて、どのように言えるでしょうか。神が私たちの味方であるなら、だ

れが私たちに敵対できるでしょう。」とあります。神が私たちの味方であるなら、だれも敵対す

ることができません。この方があなたとともにいてくださるからです。 

私たちは、しばしば孤独や絶望や挫折を経験します。しかし、そんな時に共にいて慰めや希望

や勇気を与えてくださる神がおられることを知っている人は何と幸いなことでしょう。 

  神は天から私たちを見下ろして、ただ「ガンバレ」と声援を送るだけの方ではありません。こ

の神は今から二千年前に人として私たちの世界に来られたイエス・キリストです。キリストは、

33 年間、この地上を歩まれました。そして私たち人間が経験する孤独や痛み、悲しみのすべて

を経験されたのです。このキリストがこう約束してくださいました。 

  「見よ。わたしは、世の終わりまで、いつも、あなたがたとともにいます。」(マタイ 28:20) 

 この方があなたとともにおられるのです。であれば、だれがあなたに敵対することができる

でしょうか。だれも敵対することはできません。主があなたとともにいてくださるなら、あなた

は落胆から勝利へ、勝利から勝利への人生を歩むことができるのです。 

以前に紹介したことがありますが、一つの美しい詩を紹介したいと思います。それは、マーガ

レット・F・パワーズという人が書いた「あしあと」という詩です。 

  ある夜、わたしは夢を見た。わたしは、主とともに、なぎさを歩いていた。 

  暗い夜空に、これまでのわたしの人生が映し出された。 

  どの光景にも、砂の上にふたりのあしあとが残されていた。 

  一つはわたしのあしあと、もう一つは主のあしあとであった。 

  これまでの人生の最後の光景が映し出されたとき、わたしは、砂の上のあしあとに目を留め

た。 

  そこには一つのあしあとしかなかった。私の人生でいちばんつらく、悲しい時だった。 

  このことがいつも私の心を乱していたので、わたしはその悩みについて主にお尋ねした。 
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  「主よ。わたしがあなたに従うと決心したとき、あなたは、わたしのすべての道において、わ

たしとともに歩み、わたしと語り合ってくださると約束されました。 

  それなのに、わたしの人生でいちばんつらい時には、ひとりのあしあとしかなかったのです。

いちばんあなたを必要としたときに、あなたが、なぜ、わたしを捨てられたのか、わたしにはわ

かりません。」 

  主は、ささやかれた。「わたしの大切な子よ。わたしは、あなたを愛している。あなたを決して

捨てたりはしない。ましてや、苦しみや試みの時に。あしあとがひとつだったとき、わたしはあ

なたを背負ってあるいていた」 

主はあなたとともにおられます。主はあなたとともにいて、あなたを守られるのです。この

約束をあなたがどれだけ信じて受け止めるかで、あなたの状況はまるっきり変わります。つま

り、あなたは神が見えない時は落胆し、神が見える時は勝利することができるということです。 

13 節をご覧ください。エレミヤは、ひどい落胆の中でこの約束を信じました。その結果、ど

うなりましたか。その結果、彼はこのように告白することができました。ご一緒に読みましょう。

「主に向かって歌い、主をほめたたえよ。主が貧しい者のいのちを、悪を行う者どもの手から救

い出されたからだ。」 

  落胆の中にいたエレミヤは、主を賛美する者に変えられました。なぜなら、彼は自分の状況

を見て嘆くことを止め、主がみことばによって与えてくださった約束に目を留めたからです。

「しかし、主は私とともにいて、私を助け出される」と。それは私たちも同じです。私たちもすぐ

に自分のことで失望落胆することが多い者ですが、その中で主を見上げ、主がともにおられる

というみことばの約束に目を留め、落胆から賛美する者へと変えられていきたいと思います。 


